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那珂市成人式平成 30年

　本日、私たちが成人を迎えるにあたりこのような盛大な
式典を挙行していただきありがとうございました。また、
ご多忙の中、ご臨席をいただきました海野市長をはじめ、
ご来賓の皆さまに新成人を代表いたしまして心より御礼申
し上げます。
　私たちが育ってきた故郷の那珂市で晴れて成人の門出を
迎えることができましたのは、決して当たり前のことでは
ありません。地域のかたがたや学校の先生、そして家族と
いった今まで私たちの成長に関わってくださった皆さまの
愛情とご指導により、この式典に出席できたことに心から
深く感謝をしております。
　私たちは、すでに社会に出て働いていたり、自分の夢に
向かって勉学に励んでいたりと、自分の人生を輝かしいも
のにするため、各々が道を切り開いているところでござい
ます。新成人としての節目を迎えた本日をもって、私たち
は、これまでよりも社会の一員としての常識と自分の行動
に責任をもたなければなりません。そして、これまで支え
てくださったかたがたと、故郷 那珂市に感謝の気持ちを
もって恩返しをしていきたいと思います。
　しかし、まだまだ未熟な私たちは、時に立ち止まってし
まうことがあると思います。その際には、今までと変わら
ぬ温かいご指導ご鞭撻のほどをお願い申し上げます。
　最後になりましたが、式典のために尽力してくださいま
した皆様に心より感謝いたしますとともに、成人としての
決意を胸に、故郷を愛し、１人の人間として向上心を忘れ
ずに精進していくことを誓い、新成人代表の謝辞とさせて
いただきます。本日は誠にありがとうございました。

謝　辞

新成人代表　檜山夏海さん

　成人式の企画・運営を担当した成人式実行委員の皆
さんは、忙しい合間を縫って集合し、準備を進めてき
ました。

○委 員 長　檜山夏海さん
○副委員長　大録葵さん、赤須美琴さん
○  委　　員　檜山菜々子さん、秋山華穂さん
　　　　　　林部詠美さん、植田彩水さん
　　　　　　三浦栞さん、山崎莉帆さん

＜平成 30年那珂市成人式実行委員会＞

成人式実行委員の皆さん

記念品を受け取る　林部詠美さん
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１
月
６
日
、
那
珂
総
合
公
園
で
平
成
30
年
那
珂

市
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は

５
５
７
人
で
、
式
典
に
は
４
４
１
人
の
新
成
人
が
参

加
し
、
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
で
成
人
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
中
学

校
時
代
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
大
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後

中
学
校
区
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
終
了

後
も
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
と
の
会
話
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

に
、
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
感

謝
し
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
夢
見
た
20

歳
は
も
っ
と
大
人
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
大
人
に
な
れ
る
の
か
、
を

追
い
求
め
、
真
の
大
人
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
日
は
、
人
生
に
お
い
て
大
き
な
区

切
り
の
日
で
す
。
こ
こ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
対
し
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、

人
に
も
社
会
に
も
少
し
ず
つ
恩
返
し
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

軍司　美南さん
（第一中学校卒業）

　

本
日
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て

成
人
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
周
囲
の

か
た
が
た
の
支
え
が
あ
っ
て
の
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
社
会
人
と
し

て
世
に
恥
じ
ぬ
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

武田　達哉さん
（第二中学校卒業）

　

大
人
と
し
て
の
門
出
を
迎
え
、
改
め

て
気
が
引
き
し
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で

育
て
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
周
り
の
か

た
が
た
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
将
来
は
地
域
貢
献
で
き
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

間宮　疾人さん
（第三中学校卒業）

　

成
人
を
迎
え
て
も
、
魔
法
や
特
殊
能

力
が
備
わ
る
訳
で
は
な
く
、
自
ら
行
動

し
て
働
き
か
け
な
け
れ
ば
、
た
だ
時
間

を
浪
費
す
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
充

実
し
た
人
生
を
歩
む
た
め
に
、
精
一
杯

し
た
い
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

山田　あすかさん
（第四中学校卒業）

大泉　拓也さん
（瓜連中学校卒業）

はたちの
　　決意
－大人の一歩を歩く－
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那珂市環境基本計画について

　多様な主体からなる協働体、那珂環境市民会議（仮称）を設立し、環境問題の
解決に取り組みます。

　平成 26 年度に「なか環境市民会議」が設立されました。また、平成29 年４月１
日には、なか環境市民会議により、市民・事業者の行動計画である「なかアジェン
ダ21」が策定され、市民生活・事業活動で取り組むべき計77項目を提案しています。
　「那珂市環境基本計画」を推進するためにも「なかアジェンダ 21」は重要な役割
を担っています。

環境目標１ 環境政策推進の総合的なしくみづくり

　市では、市の環境保全と創造に関する施策を総括する計画として「那珂市環境基本計画」を定めています。
　この計画は、那珂市環境基本条例第８条の規定に基づき策定されるもので、市の特性を生かした環境目標を定め、
目標達成のための方向付けを明確にした実効性のある計画です。

　「第２次那珂市環境基本計画」は、７つの環境目標があります。
　今回はその中から、３つの目標とその経過状況について紹介します。なお、本計画の全文は、
市ホームページまたは環境課、市立図書館で閲覧することができます。

平成25～ 34年度（2013 ～ 2022年度）の 10年間計画期間

那珂市全域
※�市単独では解決が容易ではない問題については、近隣市町村や県・国と連携して取り組みます

対象地域

市民（滞在者を含む）・地域コミュニティ・市民活動団体・事業者・市推進主体

環境基本法（国）
環境基本計画（茨城県）

那珂市環境基本条例

那珂市環境基本計画

環境保全に向けた各種計画・施策の展開

自主的・協働の取り組み

市

事業者

市民
活動団体

市民
地域

コミュニティ

・

わがまちの環境を考える
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　出前講座などの環境教育活動の回数を平成 29年度（2017 年度）に 20回、平成
34年度（2022 年度）に 30回とします。

　平成 28 年度に取り組んだ活動の実績は、12 回でした。内訳をみると、出前講
座１件、なか環境市民会議との共催・協賛・後援による講演会などが 11回でした。
　出前講座とは、市の職員が講師として出向き、市役所の仕事を市民の皆さんに知っ
ていただくために説明する制度です。環境分野においては「ごみ分別や減量などに
ついて」「地球温暖化防止対策」の２つのテーマがあり、それぞれ 30分程度で説
明します。出前講座の開催については、市民協働課へお問い合わせください。

環境目標７ 環境に関する教育・学習と意識啓発の推進

　市における平成 28年度のごみの総排出量は、1万 6,772 ｔで、平成 12年度比
で 13.2％減でした。平成 34 年度における目標値は、1万 5,370 ｔです。これを
達成するには、市民１人が１日で排出するごみの量を 70ｇ※に減らす必要があり
ます。
　「なかアジェンダ 21」の「ごみの発生・排出を減らし、リユースやリサイクルに取
組むくらしをめざします」に、16の行動提案として掲げられていますので、その
一部を紹介します。

※�（平成 28年度のごみの総排出量－平成 34年度におけるごみ総排出量の目標値）÷住民基本台帳
人口÷ 365 日で計算（平成 28年10月1日現在）

環境目標３
　平成 34年度（2022 年度）に、ごみの総排出量を平成 12年度（2000 年度）比で
20％減らすことを目指します。
※平成 12年度のごみ総排出量は 1万 9,212 ｔ

３Ｒ行動の推進による循環型社会づくり

　買った食品は使い
切り、食べ残しせず、
生ごみは水を切って
から排出します。

水切り

１回 10～30 ｇ

500ml ペットボトル

１本 40 ｇ

�　ペットボトルの分別
を徹底し、ペットボトル
の利用をできるだけ減ら
し水筒を利用します。

包装紙

１枚 20～40 ｇ

　燃えるごみの中に
資源となる紙ごみを
入れず、分別を徹底
します。

　市は、県内でも
リサイクル率が低
い状況です。
　紙ごみの発生抑
制および適正な分
別を徹底していた
だき、ほかの取
り組みと合わせ、
ごみの排出量を 1
人当たり１日70g
減らすようご協力
をお願いします。１枚

レジ袋

４～10 ｇ

　買い物には必ず
「マイバッグ」を
持参します。

◆行動提案の一部

環境課環境グループ　
☎２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ

広報なか２月号5



生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室（
那
珂
総
合
公
園
内
）

☎
２
９
７
・
０
０
７
７

問
　
い

合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

【
水
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

女
性
研
修
交
流
会
に
参
加
し
て
】

　

第
58
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
茨
城

大
会
が
、
11
月
９
・
10
日
に
、
国
内
最
大
の
科
学
研
究

の
拠
点
と
し
て
発
展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
筑
波
研
究
学

園
都
市
を
有
す
る
つ
く
ば
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
に
つ
い
て
「
ス

ポ
ー
ツ
で「
人
生
」が
変
わ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で「
社
会
」を

変
え
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で「
世
界
」と
つ
な
が
る
、
ス
ポ
ー

ツ
で「
未
来
」を
創
る
」
の
４
つ
を
柱
と
し
て
掲
げ
、
す

べ
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
輝
き
、
活
力
あ
る
社

会
と
絆

き
ず
な
の
強
い
世
界
を
創
る「
１
億
総
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
今
後
５
年
間
、
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
多
様
な
人
材
の
育
成
と
活
躍
の

大会スケジュール
【１日目】開会式、表彰式、講演、シンポジウム
○講演テーマ「私の野球人生」
　講師　　　　大久保博元氏（前東北楽天ゴールデンイーグルス監督）
【２日目】
○第１分科会「誰

だれ

もがいつでも楽しく～気軽に参加できるスポーツクラブで地域の活性化～」
○第２分科会「誰もがどこでも楽しく～スポーツの力で心身の健康の保持増進を～」
○第３分科会「誰もが一緒に楽しく～ユニバーサルなスポーツの振興を目指して～」
○第４分科会「誰もがいつまでも楽しく～子どものころからのスポーツ習慣確立に向けて～」

【
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て
】

報
告
者
：
小
泉　

邦
彦

場
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

に
必
要
で
あ
り
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
連
携
・
協
働
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
引

き
続
き
、
地
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
役

と
し
て
多
く
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
26
日
に
「
な
か
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
が
、
大

勢
の
市
内
外
の
皆
さ
ん
の
来
場
に
よ

り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
皆
さ
ん
、
会
場
内
に
あ
る
那
珂

総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ
で
何
が
行
わ
れ
て

い
た
か
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
年

も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
、
数
種

類
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介
を
行
い
、
だ
れ
も
が
安

全
で
楽
し
く
汗
を
か
き
、
生
涯
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
系
（
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
）
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
③
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
④
輪
投
げ

⑤
マ
グ
ネ
ッ
ト
ダ
ー
ツ
の
５
種
目
を
、

20
人
余
り
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

ル
ー
ル
や
楽
し
み
方
を
説
明
し
た
り
、

時
に
は
皆
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
の
対
戦
相
手

と
な
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ど
の
種
目
に
も
、親
子
や
友
達
同
士
、

【
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
に
参
加
し
て
】

報
告
者
：
平
野　

恒
男

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
の
か
た
が
た
が
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
来
年

も
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
用
意

し
て
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
那
珂
総
合
公

園
ア
リ
ー
ナ
へ
大
勢
の
皆
さ
ん
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ドッヂビー
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9
月
14
日
、
ひ
た
ち
な
か
市

那
珂
湊
体
育
館
で
、
水
戸
地
区

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
女

性
研
修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

9
市
町
村
59
人
が
参
加
し
、
ヘ

ル
シ
ー
ボ
ー
ル
交
流
戦
を
行
い

ま
し
た
。

　

ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ラ
ク

ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
楕だ

円
の

ボ
ー
ル（
直
径
90
㎝
）を
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
よ
う
に
打
ち
返
す
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ
ー
ル
が
楕
円

形
な
の
で
予
測
不
能
な
動
き
を

し
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
異

な
る
ル
ー
ル（
必
ず
2
人
以
上

が
触
れ
て
返
す
・
サ
ー
ブ
は

ボ
ー
ル
を
両
手
で
支
え
て
投
げ

る
・
相
手
コ
ー
ト
へ
打
ち
返
す

ま
で
に
1
人
何
回
触
れ
て
も
Ｏ

Ｋ
）や
、
思
い
が
け
な
い
方
向

に
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ
の
で
戸
惑
う

点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ふ
わ
ふ

わ
の
ボ
ー
ル
が
コ
ー
ト
上
を
飛

び
回
る
、
見
て
楽
し
い
、
プ

レ
ー
し
て
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で

し
た
。

　

な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
同
じ
ボ
ー
ル
を
使
用

【
水
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

女
性
研
修
交
流
会
に
参
加
し
て
】

報
告
者
：
下
重　

由
佳◆ヘルシーボール

平成 29・30 年度
　市スポーツ推進委員名簿
　　および新任委員自己紹介

地区名 氏名 備考

１
神崎

稲川 敏夫 委員長
２ 中庭 隆治
３

額田
関 健二

４ 和田 江美
５

菅谷

宮田 一夫
６ 高木 孝夫 新任
７ 平野 恒男
８ 有川 智恵子
９ 竹林 勝男
10 下重 由佳
11 赤津 和幸
12

五台
根本 幸子

13 志田 浩一
14 中山 祥二
15

戸多
根本 修一 副委員長

16 中橋 利江
17

芳野
檜山 眞弓

18 勝山 三郎
19

木崎
戸室 曻 新任

20 生井 裕美
21

瓜連

小林 澄男
22 小泉 邦彦
23 内田 卓 新任
24 指宿 美衣子 新任

○高木　孝夫（菅谷）
　今年度よりスポーツ推進委員となりました、菅谷地区
の高木です。先輩がたのご指導をいただきながら務めさ
せていただきますので、よろしくお願いします。

○戸室　曻（木崎）
　この度、スポーツ推進委員として、活動することとな
りました。スポーツを通して、体を動かす楽しさ、観戦
することの面白さなどを伝えられたら良いと思います。
日常生活に生かすことのできるような運動や遊びで自由
に体を動かし、健康づくりにつながるよう、みんながス
ポーツを身近に感じられるように務めていきたいと思い
ます。

○内田　卓（瓜連）
　この度、スポーツ推進委員を引き受けた内田です。専
門はバレーボールとスキーです。微力ですが、皆さんの
お役に立てれば幸いです。

○指宿　美衣子（瓜連）
　今年度よりスポーツ推進委員となりました。皆さんに
スポーツの楽しさをお届けできるよう、自分も楽しみな
がら頑張りたいと思います。よろしくお願いします。

し
て
体
験
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
体
験
を

役
立
て
、
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
推
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

◆サーブの仕方

広報なか 2月号7



特集　学校給食

明
日
の
元
気
を
つ
く
る
学
校
給
食

�

�日
本
の
学
校
給
食
は
、
明

治
22
年（
１
８
８
９
年
）

に
、山
形
県
鶴
岡
町（
現
・
鶴
岡
市
）

の
小
学
校
で
貧
困
児
童
に
昼
食
を

無
償
で
提
供
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
初
の
給
食
は
「
お
に
ぎ

り
２
つ
と
塩
鮭さ

け

、
青
菜
の
漬
物
」

の
献
立
で
、
そ
の
後
、
児
童
の
栄

養
改
善
の
方
法
と
し
て
学
校
給
食

が
推
奨
さ
れ
る
と
、
全
国
各
地
に

広
ま
り
ま
し
た
。

　

戦
中
・
戦
後
は
食
糧
不
足
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
給
食
が

中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

発
達
途
中
の
児
童
へ
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
29
年

に
は
「
学
校
給
食
法
」
が
制
定
さ

れ
、
給
食
が
栄
養
補
給
だ
け
で
な

く
「
食
事
の
正
し
い
理
解
と
望
ま

し
い
習
慣
を
養
う
こ
と
」
な
ど
、

教
育
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
歴
史

那
珂
市
に
お
け
る
学
校
給
食
の
始
ま
り

那珂市の学校給食センターを紹介します！

　　「いただきます！」今日も自然の恵みに感謝し、おいしく食べる。
　時代は移っても、子どもたちが給食を楽しむ風景は変わりません。
　　今回は、そんな学校給食について特集しました。

那
珂
市
で
は
、
昭
和
21
年
に
旧
額

田
小
学
校
で
補
助
給
食
が
始
ま

り
、
昭
和
29
年
に
は
旧
神
崎
中
学
校
で
自

校
方
式
に
よ
る
完
全
給
食
を
開
始
し
ま
し

た
。
瓜
連
町
で
は
昭
和
26
年
よ
り
完
全
給

食
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
セ
ン
タ
ー
方
式
と
な
っ
た
の

は
、
那
珂
町
は
昭
和
42
年
、
瓜
連
町
は
昭

和
40
年
で
す
。

食
育
の
推
進

�平
成
20
年
、
学
校
給
食
法
が
改
正

さ
れ
、
給
食
は「
栄
養
改
善
」だ

け
で
な
く
「
食
育
の
推
進
」も
目
的
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

望
ま
し
い
食
生
活
の
形
成
や
社
交
性
の

育
成
な
ど
、学
校
給
食
が
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
栄
養
教
諭
に
よ
る

食
育
の
推
進
や
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た

献
立
な
ど
、
食
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
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� ど
れ
く
ら
い
作
っ
て
い
る
の
？

現
在
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
市
内

小
・
中
学
校
14
校
の
児
童
・
生

徒
と
教
職
員
分
の
給
食
、
約
４
６
０
０
食

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

提
供
す
る
食
材
は
、
国
内
産
を
基
本
と

し
な
が
ら
豚
肉
は
す
べ
て
茨
城
県
産
、
野

菜
に
つ
い
て
は
、
旬
の
も
の
は
那
珂
市
産

や
茨
城
県
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
主
食

の
ご
は
ん
は
、
１
０
０
％
那
珂
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
お
米
で
す
。

� 好
き
嫌
い
を
な
く
す
た
め
に

給
食
セ
ン
タ
ー
で
多
く
使
用
す
る

野
菜
の
ベ
ス
ト
３
は
、
た
ま
ね

ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
・
に
ん
じ
ん
で
、
毎
日

の
献
立
に
は
必
ず
と
い
う
く
ら
い
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
野
菜
に
つ
い
て
は
、
給

食
を
作
る
際
に
食
材
の
形
や
調
理
方
法
を

変
え
た
り
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
好
き
嫌

い
が
な
く
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
の
授
業

を
通
し
て
、
苦
手
な
食
材
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
食
材
ご
と
の
栄
養
や
体

へ
の
働
き
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も

に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
食
育
の
大
切

さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　育ちざかりの子どもたちには、肉
を使った献立が人気ですが、那珂
市産野菜を使った七運汁などの郷
土料理の提供にも努めています。

▲ごはん・牛乳・さけのゆうあん焼き・
　かぼちゃの煮つけ・七運汁

▲味噌ラーメン・牛乳・かぼちゃコロッケ・
　カリカリ野菜

▲�米こパン・牛乳・ハンバーグバーベキューソース・
マカロニサラダ・野菜スープ

子どもたちに人気の給食メニュー

問い合わせ　☎ 298-1102
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給食が学校に届くまで
こんな作業があります

　毎日の給食は、どのような工程で作られ、学校まで
届けられるのでしょうか。
　食材の搬入から、肉・魚・野菜の下処理、煮たり焼
いたりの調理、そしてコンテナに入った給食が搬出さ
れるまで、すべての工程は厳しい衛生管理のもとで行
われています。ここでは、給食センターの調理員さん
たちの仕事の様子を紹介します。�

①
食
材
の
搬
入

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
育
て

た
食
材
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
生
産
地

や
数
量
を
確
認
し
な
が
ら
異
物
の
混

入
も
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

②
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
の
通
路

　

ご
み
や
髪
の
毛
、
ほ
こ
り
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
、
強
力
な
風
の
シ
ャ

ワ
ー
を
全
身
に
浴
び
て
か
ら
調
理
室

に
入
り
ま
す
。

③
野
菜
の
下
処
理

　
野
菜
を
洗
っ
て
、カ
ッ
ト
し
ま
す
。

野
菜
は
流
水
で
３
回
洗
浄
し
ま
す
。

カ
ッ
ト
は
機
械
も
併
用
し
て
行
い
ま

す
。

特集　学校給食
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
２
９
８
・
１
１
０
２

問
い
合
わ
せ

④
煮
炊
き
・
和
え
物
作
業

　
約
１
０
０
０
人
分
の
調
理
が
可
能

な
大
き
な
釜か
ま

６
台
で
煮
炊
き
を
行
い

ま
す
。
火
力
は
使
用
せ
ず
、
高
温
の

蒸
気
で
大
き
な
ヘ
ラ
を
使
い
な
が

ら
、
調
理
を
行
い
ま
す
。

⑤
揚
げ
・
焼
き
・
蒸
し
物
作
業

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
（
温
風
と
水
蒸

気
を
用
い
て
１
台
で
さ
ま
ざ
ま
な
調

理
方
法
が
で
き
る
オ
ー
ブ
ン
）
で
、

揚
げ
物
や
焼
き
物
な
ど
を
作
り
ま

す
。

⑥
コ
ン
テ
ナ
搬
出

　
給
食
を
入
れ
た
食
缶
は
数
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
ら

れ
、
４
台
の
専
用
配
送
車
で
各
学
校

に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
栄
養
士
が
給
食
の
献
立
を
作
る

と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
を
摂
取
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は「
食
育
実
践
の
場
」で
あ

り
、
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
か
け

て
は
、
味
覚
が
発
達
す
る
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
す
る
食
材
は
、
子

ど
も
た
ち
が
多
く
の
味
を
体
験
で
き
る
よ

う
多
彩
な
も
の
を
選
び
、
味
付
け
や
調
理

方
法
に
も
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
で
安
心
な
食
事
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
産
の
野
菜

の
使
用
や
「
七
運
汁
」
な
ど
郷
土
食
を
取

り
入
れ
た
献
立
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
る
こ
と
」は
「
生
き
る
こ
と
」
と

同
時
に「
学
ぶ
こ
と
」で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は「
食
」を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
っ

て
残
さ
ず
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
は
お
い
し
く
て
安
全
な
給

食
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

子どもたちの健やかな
成長を願い給食を提供
しています

毎月の献立を作成している３人
の栄養教諭と市の管理栄養士

問い合わせ　☎ 298-1102

広報なか２月号11



12

【
報
告
】

■�

専
決
処
分
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
条
例
の
一
部
改
正
】

■�

那
珂
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
対
し
、
実
績
に
応
じ
た
加
算
報

酬
を
支
払
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■�

那
珂
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
お
よ
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■�

那
珂
市
放
課
後
学
童
保
育
対
策
事
業
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
童
保
育
を
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
、

土
曜
日
に
つ
い
て
も
保
育
を
実
施
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■�

那
珂
市
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

上
菅
谷
駅
北
駐
輪
場
の
所
在
地
地
番
の

変
更
、
常
陸
鴻
巣
駅
に
駐
輪
場
を
新
た
に

整
備
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■�

那
珂
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

瓜
連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■�

那
珂
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

消
防
本
部
が
有
す
る
防
火
対
象
物
の
火

災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

■
那
珂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正

■�

那
珂
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

２
億
７
１
３
０
万
９
０
０
０
円
を
追
加

■�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

（
第
３
号
）

　

５
１
５
２
万
１
０
０
０
円
を
減
額

■�

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

40
万
円
を
追
加

■�

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）

（
第
２
号
）

　

３
８
１
万
７
０
０
０
円
を
追
加

■�

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

１
０
８
８
万
４
０
０
０
円
を
追
加

■
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
の
追
加

■
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

７
６
２
万
２
０
０
０
円
を
追
加

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

23
万
円
を
追
加

■�

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　

８
万
円
を
追
加

■�

介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　

１
０
２
万
円
を
追
加

【
そ
の
他
】

■
相
互
救
済
事
業
に
つ
い
て

■�

那
珂
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
常
陸
鴻
巣
駅
ふ
れ
あ
い

駅
舎
）

■�

那
珂
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
那
珂
聖
苑
）

■
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

■�

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
（
瓜

連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

■�

那
珂
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　市長提出議案の報告１件、条例の一部改正８件、
平成 29年度補正予算10 件、その他７件の合計 26
件の議案が審議され、すべて原案どおりに可決さ
れました。

第４回
定例会

議�会11 月 28 日～ 12 月 15 日（18 日間）開催
平成 29 年第４回那珂市議会定例会



那珂市水道事業会計
平成28年度の決算状況についてお知らせします
　水道事業は地方公営企業として位置付けられています。そのため、経理はその企業活動を正確に把握する必要性
があり、営業に関わる活動を損益取引（収益的収支）とし、営業活動以外における資本の増減を資本取引（資本的収
支）とする複式簿記を採用しています。
　収益的収支、資本的収支それぞれについて「広報なか平成 29年11 月号」10 ページにてお知らせしたところです
が、その市水道事業会計の決算状況の詳細を説明します。

水道課総務グループ
（瓜連支所）
☎２９６－１９４１

問い合わせ

◆これからの水道

◆資本的収支 施設の整備や企業債の償還元金などの支出、これに要する資金としての企業債収入など
も資本的収支に含まれます。

総収入　2億 7,436 万 5千円
　　　　※消費税はありません

総支出　6億 4,987 万 8千円（消費税込）
　　　　6億 874 万 4千円（消費税抜）

総収入

総支出

補てん金

3億 7,551 万 3千円（消費税込）
3億 3,437 万 9千円（消費税抜）

補てん金（過年度分損益勘定留保資金など）

　収入は、出資金および公共下水道などの工事に伴う水道管移設費用の負担金です。支出は、建設改良費および建設
改良に伴い借り入れた企業債の償還に係る費用です。支出が収入を上回るため、不足分は、過年度分損益勘定留保資
金などで補てんしました。

総収益総費用

純
利
益

地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発生すると見込まれるすべての収益と
それに対応するすべての費用をいいます。したがって、減価償却費のように現金支出を
伴わない支出についても費用に含まれます。

総収益	 12億					707万								円（消費税込）
	 11億2,134万5千円（消費税抜）

総費用	 10億3,069万 円（消費税込）
	 9億8,089万7千円（消費税抜）

純利益　1億 4,044 万 8千円

◆収益的収支

　水道事業は皆さんからの水道料金、加入分担金を主な収入源として運営しています。費用は、浄水場の運転管理に
係る費用、水を購入する費用、減価償却の費用などになります。

維持管理経費	 4 億					994 万 3 千円

建設改良費　	５億 3,049 万 1千円
出資金	 335万 4千円

水道料金	 9億 9,604万 8千円

○内訳（消費税抜）

○内訳（消費税抜）
○内訳

○内訳（消費税抜）

受水費	 2 億 7,425 万 7千円

企業債償還金　　		7,825 万 3 千円
工事負担金	 7,101万 1千円

加入分担金	 6,201万 円
減価償却費	 2 億 7,903 万 7千円

企業債	 2 億円

その他	 6,328万 7千円
企業債支払利息	 1,766 万									円

…

…

　水道事業は、安全かつより安定した水の供給を図るため、既存施設の適正な維持管理に努め、また、
配水管網整備計画に基づき、配水管の整備および老朽管の更新を積極的に行っています。
　平成 27年度から木崎浄水場のⅠ期更新事業を行っています。本年度は、ろ過池の築造と浄水場電
気設備の製作を行い、平成 34年度の事業完了に向けて計画的に進めています。
　これからも安全で安心な水を安定的に持続して供給することを目指して、市水道事業の基本理念（将
来像）を、「安全で安心できる快適な水道」とし、水道水の安全性の確保を「安全」、確実な給水の確
保を「強靭

じん

」、供給体制の持続性の確保を「持続」と表現し、水道事業を推進します。
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学
校
教
育
課
総
務
・
再
編
グ
ル
ー
プ
（
瓜
連
支
所
）

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
８
２
７
５
）

問
い
合
わ
せ

白鳥学園　瓜連中学校
香取恭教諭

郷土を愛し、夢や希望をもち、
自ら学びたくましく生き抜く児
童生徒の育成～人・もの・こと
と「つながる」を意識したキャ
リア教育を通して～

　瓜連小学校と連携を図り、
「つながる」をキーワードと
して幼稚園から地域のかたが
たまでの連続性 ･ 系統性を研
究してきた成果が評価され、
第43 回関東甲信越地区中学
校進路指導研究協議会におい
て成果発表をされました。

テーマ

ばら野学園　第一中学校理科部
小圷卓嘉教諭、田澤健吾教諭

第一中学校の理科教育の取り組
み～長年の取り組みが認めら
れ、理科教育優秀校として「茨
城県幡谷教育振興基金」から賞
賜金を受賞～

【受賞歴】
・県教育長賞 サイエンスグラ
　ンプリ学校賞（平成 21 年度）
・ 県知事賞 発明工夫展学校賞
・文部科学大臣賞 創意工夫育
　成功労学校賞（平成25年度）
・県教育長感謝状 中学校理
　 科新教材活用モデル校（平

成 27 年度）

実　績

白鳥学園　瓜連小学校    
入野瑛美子教諭

テーマ

特別支援教育とユニバーサルデ
ザインの視点を生かした漢字書
字学習の在り方～認知特性に応
じた指導法や教材の活用を通し
て～

　児童一人ひとりの実態に応
じた効果的な学習を進めてい
くために、認知特性に応じた
指導法や教材の活用を研究
し、平成 29 年度那珂市研究
論文優秀賞を受賞されまし
た。

那
珂
市
教
育
振
興
大
会

第
14
回

　

12
月
26
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
、
市
の
教

職
員
の
教
育
振
興
を
目
的
に

第
14
回
那
珂
市
教
育
振
興
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
分
野
で
教
育
的
な
功
績

の
あ
っ
た
学
校
お
よ
び
関
係

団
体
を
対
象
と
し
た
表
彰
な

ら
び
に
感
謝
状
贈
呈
の
後

に
、
３
校
の
教
職
員
か
ら
研

修
成
果
な
ど
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

教
職
員
発
表
は
、
学
校
教

育
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
３

つ
の
視
点
に
つ
い
て
、
優
れ

た
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
学
校

の
教
職
員
に
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
聖
パ
ウ
ロ
高
等
学
校
教
頭

の
土
屋
弥
生
氏
よ
り
「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
～
発
達
障
害
や
そ
の
傾

向
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

土
屋
氏
は
、
高
校
で
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
客
員

研
究
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
大

学
生
に
対
応
す
る
大
学
の
教
職
員
を
対
象
と
し
た

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
高
校
・
大
学
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
生
徒
の
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

高
等
教
育
で
直
面
し
た
課
題
に
も
上
手
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
の
段
階

で
発
達
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
十
分
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
市
内
の
先
生
が
た
に
力
を
与
え
て
い
た
だ
く

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

▲記念講演講師の土屋弥生氏

14

特別支援教育キャリア教育理科教育



広報なか 2月号15

【利用証の制度について】茨城県長寿福祉課長寿企画・援護担当
	 ☎３０１ー３３２６
【利用証の申請について】那珂市社会福祉課障がい者支援グループ
	 ☎２９８－１１１１（内線１２６～１２８）

問い合わせ

「いばらき身障者等用駐車場利用証」適正利用のお願い

　「いばらき身障者等用駐車場利用証（以下「利用証」）」は、ショッピングセンターや公共施設など
にある身障者等用駐車場を利用できるかたを明確にするために発行しています。
　利用証の不適切な利用は、真に必要なかたの駐車の妨げになります。
　マナーを守って利用しましょう。

○障がい者
○高齢者
○難病患者
○妊産婦

のうち基準を満たすかた

　送迎時の利用は乗降のとき
のみにし、それ以外は通常の
駐車場に駐車しましょう。

　内部障害のように、外見で
はわかりにくい障がいのある
かたなども利用しています。

〈利用証は、下記「駐車禁止除外指定車標章」とは異なります〉

区 分 駐車禁止除外指定車標章

発 行 者 茨城県公安委員会

受付窓口 那珂警察署

利用場所 道路（指定駐車禁止場所のみ） 

注意事項
　除外されるのは指定駐車禁止場所であり、法定の駐車
禁止場所および駐停車禁止場所への駐車、駐車の方法に
従わない駐車、車庫代わり駐車、長時間駐車はできません。

利用できるかた

　身障者等用駐車場の駐車スペースには限りがある
ため、利用証を持つかた同士で譲り合うようお願い
します。

　有効期限を迎え
た利用証は返却し
ましょう。

　利用証は優劣を示したり、
駐車を保証したりするもの
ではありません。

印

見本

駐車禁止除外指定車

こんなことに
気を付けてください
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　市街化区域内の空き家の売却もしくは賃貸を希望する所有者、または
市街化調整区域における区域指定内の空き家の売却を希望する所有者か
ら申込みを受けた空き家に関する情報を公開し、空き家の利用を希望す
るかたに対し、情報を提供する仕組みです。

那珂市空き家バンクとは

　次のすべてに該当する必要があります。
○�空き家が市街化区域内または市街化調整区域における区
域指定内に所在しており、個人が居住を目的として建築
し、現に居住していない建物であること

○�民間事業者による賃貸、分譲または宅地建物取引業とし
ての媒介などを目的とする建物でないこと

○�老朽、損傷などが著しい建物でないこと
○�大規模な修繕が必要と認められる建物でないこと
○�市税等を滞納していないこと
○�暴力団員などでないこと
○�空き家に係る所有権により、当該空き家の売却または賃
貸を行うことができること

　次のすべてに該当する必要があります。
○�空き家に定住し、地域住民と協調して
生活すること
○�市税等を滞納していないこと
○�暴力団員などでないこと

那珂市

空き家
バンク

売りたい人
貸したい人

空き家を

空き家を登録 利用登録

現地調査・情報提供 情報提供

連絡調整・契約交渉

購入・賃貸希望

手数料の支払い（契約成立後）

連絡調整・契約交渉

手数料の支払い（契約成立後）

空き家を

借りたい人
買いたい人

那珂市空き家バンク

（公社）茨城県
宅地建物取引業協会

募集・登録・情報公開

協定

空き家の登録要件

● 那珂市空き家バンクのイメージ

利用者の登録要件

市民協働課市民活動グループ
☎２９８ー１１１１（内線２６４・２６５）

問い合わせ 検 索那珂市　空き家バンク
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より良い職場環境を築いていくために

第１回 働く人・雇う人のルール
これだけは知っておこう

　雇用環境は厳しさを増し、働く現場では法令無視や解雇権の濫
らん

用、賃金不払い、長時間
労働などのトラブルが頻発し、弱い立場にある人へのしわ寄せが強まっています。
　これらの中には労使双方に、労働法（ワークルール）の知識があればトラブルにならず
に済んだのではないかと思われるものも少なくありません。
　労働者としての権利を守りながら働きがいを持って仕事を続けていくためには、ワーク
ルールを正しく知っておくことが必要であり、これは人を雇う使用者にもいえることです。
　より良い職場環境を築くために、労使双方が最低限知っておきたいワークルールをアド
バイスします。

「労働者」であることを意識する　　　　　　　　　 「労働契約」を結ぶときは「労働条件」を「はっきり」と

　労働基準法上の「労働者」は、職業の種類を問わず、
事業または事業所に使用される者で賃金を支払われ
る者と規定しています（第９条）。今日、どの職場
でも正社員のほか、パート、アルバイト、派遣社員
などさまざまな人たちが働いていますが、名称や雇
用形態が変わっても、労働基準法上の「労働者」に該
当すると労働基準法、労働契約法、労働安全衛生法、
労災保険法などの適用対象となり、これらの労働法
（ワークルール）により保護されます。
　それらを「職場で生きている法」とするためには、
働く人自身が法の保障している内容を理解し、その
権利をきっちり行使することが必要です。

　使用者が労働者を採用（雇用）することは、法的に
は使用者と労働者が「労働契約」を締結するというこ
とです。「労働契約」は、労働者が使用者に使用されて
労働し、使用者がこれに対して賃金を支払うことにつ
いて、労働者と使用者が合意することによって成立し
ます（労働契約法第６条）。
　しかし、個別の労働者および使用者の間には、現実
の力関係の不平等が存在しますので、労働基準法は
「労働条件は労働者が対等の立場において決定すべき
ものである」と規定しています（第２条第１項）。働く
上での労働条件の維持・向上は、この原則がどれだけ
守られているかにかかっています。
　さらに、契約後のトラブル防止のため、労働契約法は
労働者と労働契約の内容について、できる限り書面によ
り確認するものと規定されています（第４条第 2項）。
　労働基準法は使用者に対し、労働契約を結ぶときに
①労働契約の期間②仕事をする場所と仕事の内容③仕
事の始めと終わりの時間、残業の有無、休憩時間、休
日・休暇④賃金の決定、計算と支払いの方法、締切と
支払いの時期⑤退職（解雇の理由を含む）など、重要な
労働条件は「書面による明示」（労働条件通知書）を義務
付けています（第 15条）。
　労働契約の内容である労働条件は、あいまいなまま
継続することのないよう、契約内容を確認することに
より、相互理解の上で、働く人が安心・納得して就労
できるようにするものです。

労働条件が約束と違っていたら…　　　　　　　　

　労働契約を結んで実際
に働き始めたら、賃金が
少ない、労働時間が長い
というように、実際の労
働条件が約束と違ってい

執筆：日本労働ペンクラブ会員
　片岡　裕

仕事に就くときの労働契約を結ぶルール

ることがあります。もし、今後もその会社で働き続
けることを希望するのであれば、使用者に対して、
労働契約の内容を誠実に守ってもらうよう要求でき
ますが、働き続けるつもりがない場合は、労働者は
ただちに労働契約を解除する、すなわち会社をすぐ
辞めることができます（労働基準法第15条第２項）。



那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報
交
換
会
を
開
催

　

１
月
12
日
、
市
中
央
公
民
館
で
市
、
市
議

会
、
市
商
工
会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
常
陸
が
発
起
人

と
な
り
、賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
界
を
代
表
す
る
約
２
５
０
人
が
一

堂
に
会
し
た
式
典
で
は
、
代
表
発
起
人
の
海

野
市
長
が
「
本
日
ご
参
会
の
皆
さ
ま
は
、
各

界
・
各
分
野
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

先
導
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
専
門
性
と
卓
越

な
る
先
見
性
を
も
っ
て
、
本
市
の
市
勢
発
展

の
た
め
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
終
了
後
、
毎
年
恒
例
の
「
那
珂
ふ
る
さ
と

大
使
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
た
に
大
使
に
就
任
さ
れ
た
中
井
川
禎
彦
さ

ん
と
中
﨑
章
夫
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
総
勢
10
人
で
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
使
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
使
の
皆
さ
ん
の
那
珂
市
へ
の
熱
い
想

い
が
伝
わ
り
、
大
変
有
意
義
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
や
市
内
の
飲
食
店
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
米
ゲ
ル
を
使
っ
た
惣
菜
や
デ
ザ
ー
ト
が
並
び
、
試

食
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
好
評
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ふるさと大使の皆さん

　

市
観
光
協
会
で
「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
「
月
見
の
会
」
に
俳
句

ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
夏
の
季
語
「
ひ
ま
わ

り
（
向
日
葵
）」、
秋
の
季
語
「
月
見
、
月
、

鈴
虫
、
す
す
き
」
を
用
い
た
俳
句
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
６
句
が
入
選
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

　

咲
き
競
う
万
の
ひ
ま
わ
り
那
珂
の
空　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筒
井
か
よ
子

【
優
秀
賞
】

　

向
日
葵
の
迷
路
楽
し
む
親
子
連
れ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
宮　

文
枝

　

今
年
聞
く
鈴
虫
の
音
を
未
来
ま
で　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

郁
也

【
入
選
】

　

ひ
ま
わ
り
の
背
丈
と
比
べ
る
愛
娘　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

一
紀

　

す
す
き
見
て
今
も
聞
こ
え
る
祖
母
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

陽
子

　

マ
マ
見
て
よ
お
っ
き
い
月
見
つ
け
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　
　

諒

◆
俳
句
募
集
に
つ
い
て

　

俳
句
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
募
集

内
容
が
決
ま
り
次
第
、
市
お
よ
び
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
入
賞
作
品
は
、
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
投
句
方
法

　

投
句
用
紙
の
注
意
事
項
を
ご
確
認

の
上
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
備
え

付
け
の
俳
句
ポ
ス
ト
に
お
入
れ
く
だ

さ
い
。

※�

投
句
用
紙
は
、
市
お
よ
び
市
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す

※�

投
句
用
紙
に
ご
記
入
さ
れ
た
個
人

情
報
は
、
発
表
や
賞
の
贈
呈
な
ど

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん

「
俳
句
ポ
ス
ト
」を
設
置
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
２
４
３
・
２
４
４
）
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北から来ました北嶋の　

「なかなかいい」那珂暮らし⑩

　横手市では、毎年２月になると暗闇にほのかな明かり
がいくつも並び、幻想的な美しさを醸し出します。約
450 年の歴史を持つ秋田の伝統的な小正月行事かまく
らです。
　かまくらは、ドイツの建築家ブルーノ・タウトが著書
「日本美の再発見」で称賛したことでも知られており、
その美しさは「夢の国の出

で き ご と

来事」と例えられるほどです。
もともと、かまくらは見るものではなく、中に入って祀

まつ

られている水神様にお賽
さい

銭をあげ、家内安全や五穀豊穣
などを祈願するための「おしずの神さん」という小正月
行事が原型になったともいわれており、これに子どもた
ちの雪室遊びが結び付き、現在の形になったようです。
かまくらの中は意外に広くゴザが敷かれ、七輪が置かれ
ていて、丹

たん ぜ ん

前（どてら）を着た地元の子どもたちが、大
人たちに「上がってたんせ（入ってください）」などと
言いながら、甘酒や餅

もち

を振る舞います。ちなみに子ども
が主役なのは、神様に最も近く、神様が容易に扱いやす
い者が子どもだったからという説があります。
　さて、横手市ではかまくらの魅力を伝えようと、県内

外に出向いて行う「出前かまくら」と題した取り組み
を平成 12 年から続けています。「全国どこでもかま
くらを作ります」をキャッチフレーズに注文を受け付
け、これまでに関東や九州はもとより、遠くは香港な
ど海外にも出張しました。そうそう、那珂市にも以前
おじゃましたことがありましたね。昨年、一昨年は暖
冬だったため雪の確保に頭を悩ませましたが、幸い今
年は例年にない大雪。その心配はなさそうです。
　今年も2月15・16日の 2日間にわたり、かまくらが
開催されます。冬空の下はいてつく寒さでも、訪れた
あなたの心をきっと暖かいものにしてくれるはずです。

　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

みんなの健康

こ
れ
っ
て
「
依
存
症
」
？

～
や
め
た
い
の
に
や
め
ら
れ
な
い
～

問い合わせ

　

最
近
「
依
存
症
」
と
い
う
言
葉

が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

依
存
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
は

ま
だ
十
分
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

誤
解
や
偏
見
も
多
い
の
が
実
情
で

す
。

　
「
依
存
」と
は
、
特
定
の
物
質
や

行
動
に
の
め
り
こ
み
、
心
身
の
健

康
や
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
や
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
で
す
。
物
質
系
の
依
存

と
し
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
覚
せ

い
剤
・
大
麻
・
内
服
薬
・
危
険
ド

ラ
ッ
グ
・
ニ
コ
チ
ン
・
カ
フ
ェ
イ

ン
な
ど
が
あ
り
、
非
物
質
系
の
依

存
と
し
て
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
過

食
・
買
い
物
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

自
傷
行
為
・
仕
事
・
運
動
・
恋
愛

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬

物
に
つ
い
て
、「
摂
取
し
た
い
と

い
う
強
い
欲
望
が
あ
る
」「
量
を

控
え
よ
う
と
思
っ
て
も
自
分
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
い
」「
摂

取
を
や
め
る
と
発
汗
・
震
え
・
不

眠
な
ど
の
離
脱
症
状
が
出
る
」
な

ど
の
医
学
的
な
診
断
基
準
を
満
た

す
場
合
に
、「
依
存
症
」と
呼
ば
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
依
存
対
象
に
よ
っ
て
は

医
学
的
な
定
義
や
診
断
基
準
が
存
在

し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
も
の
を
含
め
た
、本
人
・

家
族
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
や
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
「
不
健
康
に
の
め
り
込
ん
だ
・
は

ま
っ
た
・
と
ら
わ
れ
た
習
慣
」
は
、

広
義
に
「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
解
決
に
は
、
本
人
や
家

族
な
ど
周
囲
の
人
の
正
し
い
認
識
が

必
要
で
す
。
意
思
の
弱
さ
や
性
格
の

問
題
で
は
な
く
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
」
こ
と
そ
の
も
の
が
「
症

状
」
で
あ
り
、
必
要
な
の
は
処
罰
や

叱
責
で
は
な
く
、
適
切
な
治
療
や
支

援
で
す
。

　

相
談
窓
口
と
し
て
「
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
や
「
県
保
健
所
」

の
行
政
機
関
の
ほ
か
、「
ダ
ル
ク
」（
薬

物
）や「
断
酒
会
」（
ア
ル
コ
ー
ル
）な

ど
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
正
し
い

情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



○ たとえば、こんなことで困っていませんか？

問い合わせ 地域包括支援センター青燈会（神崎・菅谷地区）
☎２９５－５２８８　菅谷６０５－２
地域包括支援センターゆたか園（五台・戸多・芳野地区）
☎２９５－１２８７　後台２０４５－４
地域包括支援センターナザレ園（額田・木崎・瓜連地区）
☎２９６－３４０５　中里３６１－２

　皆さんこんにちは。那珂市から友好都市の秋田県横手
市へ派遣されている三次紀之です。
　横手市では 11月中旬に初雪を観測しました。それか
らは毎日のように雪が降っており、一晩で車が埋まって
しまうほどです。そのため、雪が降った翌朝はいつもよ
り 30分ほど早く起き、車と駐車場に積もった雪を寄せ
てから出勤しています。また、持ち家の場合は、年に数
回は屋根の雪下ろしをしなければならず、自分で屋根に

上がり作業するなどの
苦労があるそうです。
横手の冬は想像してい
た以上の寒さで、慣れ
ない雪に苦戦しながら
過ごしています。
　ここまで、雪のマイ
ナスイメージばかりを

書いてしまいましたが、横手の冬には毎年 2月 15・
16日に開催される雪まつり「かまくら」があります。
「かまくら」は、雪屋の中に神座を設けて水神様を祀

まつ

り、
中に子どもたちが入って「はいってたんせ（中にお上
がりください）」「おがんでたんせ（水神様をおがんで
ください）」と言いながら、甘酒やお餅

もち

をふるまいます。
およそ 450 年の歴史があり、もともとは、中に祀ら
れた水神様にお賽

さい

銭を上げて、家内安全・商売繁盛・
五穀豊穣などを祈願する行事でしたが、時代の変化と
ともに観光化が進んで現在のような形になったそうで

～横手だより～
秋田県横手市からお届けします

す。市内には約 100 個の
かまくらが作られ、私も当
日は地元の学生と一緒に観
光客をおもてなしする予定
です。ぜひお越しください。
　横手市へ来て 10 か月が
経ち、こちらでの生活も残
りわずかとなりました。雪
国横手での生活は、今後経
験することのないような貴
重なものになるかと思いますので、雪に親しみ、交流
を深めていきたいと思います。

　地域包括支援センターでは、高齢者の「権利擁護」に取り組んでいます。
　認知症や介護が必要な状態になっても「住み慣れた地域で自分らしく、
安心して暮らし続けることができる」よう、成年後見制度の利用や消費
生活センター・法律専門家などと連携して問題の解決にあたります。
　心配なときは１人で悩まず、地域包括支援センターへご連絡ください。
相談は無料です。秘密は守ります。

　認知症などによって判断能力が不十分になり「必要なサービスを利用する」
「支援を受ける」ための意思決定が難しい。

　家族など身近な人からの虐待や悪質な消費者被害にあっていても、その被害
を自覚して自ら訴えることができない。

高齢者の暮らしを支える「地域包括支援センター」
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市立図書館だより
【一般書】
『漱石を知っていますか』
	 ／阿刀田高　著
『生の肯定　Approval	of	Life』	
	 ／町田康　著
『魔邸』	 ／三津田信三　著
『	楽天家は運を呼ぶ』	／高橋三千綱　著
『旅の終わりに』	
	 ／マイケル・ザドゥリアン　著
	 ／小梨直　訳

☎３５２－１１７７

◆新着本案内

　中堅製薬会社で事務職を務める恵輔は、治療困難な
難病に侵されている千夏に一目惚れする。自ら治療薬
を創ればいい、と思い立った恵輔は、同期の研究員・
理沙を巻き込み準備を始めるが、周囲の風当たりは強
く…。（出典：TRC	MARC）

★�『ビギナーズ・ドラッグ　Beginner's�Drug』
� ／喜多喜久　著　講談社

【児童書】
『	大人になるまでに読みたい 15 歳の
詩　６　わらう』	 ／蜂飼耳　編
『大どろぼうジャム・パン』	
	 ／内田麟太郎　作
	 ／藤本ともひこ　絵
『	ぼくらの山の学校』	 ／八束澄子　著
『最後のオオカミ』
	 ／マイケル・モーパーゴ　作
	 ／はらるい　訳
※	その他の新着本については、図書館
ホームページをご覧ください		
　http://www01.ufinity.jp/nakalib/

★��『満月の娘たち』� 　／安東みきえ　著　講談社
　標準的見た目の中学生のあたしと、オカルトマニア
で女子力の高い美月ちゃんは、保育園からの幼なじみ。
ある日、美月ちゃんの頼みでクラスで人気の男子、日
比野を誘い、3人で近所の幽霊屋敷へ肝試しに行くこ
とに…。（出典：TRC	MARC）

市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る

疑
問
や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

Ｑ

Ａ
＆

 

Ｑ

 

Ａ
　

選
挙
の
当
選
者
が
死
亡
ま
た
は
辞
職
し
た
場
合
は
、
次
点
候
補
者
（
得
票
数

が
最
低
の
当
選
者
の
次
に
得
票
数
の
多
い
候
補
者
）
が
繰
り
上
げ
で
当
選
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を「
繰
り
上
げ
当
選
」と
い
い
、
選
挙
の
種
類
や

欠
員
が
生
じ
た
時
期
に
よ
っ
て
、
そ
の
有
無
や
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
の
任
期
中
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
、
当
選
人
と
同
数
の
票
を
獲
得
し
、
く
じ
の
結
果
落
選
し
た
者
が
繰
り
上

げ
当
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
、
繰
り
上
げ
当
選

を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
衆
議
院（
小
選
挙
区
選
出
）議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長

　

対
象
と
な
る
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
の
任
期
中
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
、
比
例
代
表
選
挙
に
お
け
る
名
簿
登
載
者
で
、
次
点
候
補
者（
得
票
数
が

最
低
の
当
選
者
の
次
の
順
位
の
候
補
者
）が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
選
挙
に
重
複
立
候
補
し
た
場
合
は
、
供
託

金
没
収
点
を
上
回
る
票
数
を
獲
得
し
な
い
と
当
選
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
衆
議
院（
比
例
代
表
選
出
）議
員
、
参
議
院（
比
例
代
表
選
出
）議
員

　

対
象
と
な
る
選
挙
の
期
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、

次
点
候
補
者
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
か
月
を
経
過
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
選
人
と
同
数
の
票
を

獲
得
し
、
く
じ
の
結
果
落
選
し
た
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
者
が
繰
り
上
げ

当
選
と
な
り
ま
す
。

●
参
議
院（
選
挙
区
選
出
）議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

繰
り
上
げ
当
選
と
は
何
で
す
か
？

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

図書館カレンダー

３月
March

4 日	 午後２時～
15日					
午前 10 時 30 分～
18日　			午後２時～
　　　　午後３時～
23日　			午後３時～

おはなし会

休館日 10日　午後 1時30 分～映画会
※	休館中に本を返却する場合は、正面玄関左側壁面のブックポストへ投函してく
ださい。ただし、CD/DVDは破損の恐れがあるので、開館後にカウンターで返
却してください
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◎
表
彰
、
感
謝
状
を
受
け
た
か
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

新
春
恒
例
の「
平
成
30
年
那
珂
市
消
防
出
初
式
」

を
１
月
14
日
、
那
珂
総
合
公
園
多
目
的
広
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
、
自
衛
消
防
隊
員
、
消
防
職
員
な
ど

約
５
０
０
人
が
参
加
し
、張
り
つ
め
た
空
気
の
中
、

地
域
防
災
へ
の
決
意
も
新
た
に
士
気
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
章
や
家
族
消
防
団
員
に

対
す
る
感
謝
状
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
開
催
さ
れ
る
、
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
・
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
い
ば
ラ
ッ
キ
ー
」
も
応
援

に
か
け
つ
け
、
さ
ら
に
市
立
幼
稚
園
児
の
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
も
披

露
さ
れ
、
式
典
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
茨
城
県
知
事
表
彰

●�

表
彰
像（
市
町
村
優
良
消
防
機
関
）

を
授
与
す
る
表
彰

　

市
消
防
団

●�

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職

団
員
（
30
年
以
上
）

　

�

市
消
防
団
第
８
分
団
第
２
部
団
員

　

先
﨑
光
／
市
消
防
団
第
８
分
団

第
１
部
団
員　

樫
村
満
／
市
消
防

本
部
消
防
司
令　

寺
門
薫
／
同　

寺
門
弘
文

●�

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職

団
員
（
20
年
以
上
）

　

�

市
消
防
団
第
２
分
団
第
２
部
部
長

　

中
庭
隆
夫
／
市
消
防
団
第
６
分

団
第
３
部
部
長　

山
田
孝
行
／
市

消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
班
長　

海
老
澤
隆
／
市
消
防
団
第
２
分
団

第
２
部
班
長　

大
谷
耕
治
／
同　

永
井
禎
明
／
市
消
防
団
第
５
分
団

第
１
部
班
長　

大
内
光
広
／
市
消

防
団
第
５
分
団
第
１
部
団
員　

宮

本
政
道
／
市
消
防
団
第
８
分
団
第

１
部
団
員　

吉
原
義
雄
／
同　

綿

引
勝
也
／
市
消
防
本
部
消
防
司
令

補　

飯
塚
隆
行
／
同　

寺
門
理
／

同　

海
老
根
正
人
／
同　

坂
本
靖

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
分
団
表
彰

　

市
消
防
団
第
２
分
団

●
永
年
勤
続
功
労
章

　

�

市
消
防
団
第
８
分
団
第
２
部
団
員

　

先
﨑
光
／
市
消
防
団
第
８
分
団

第
１
部
団
員　

樫
村
満

●
功
労
章

　

�

市
消
防
団
第
８
分
団
分
団
長　

片

岡
満
／
市
消
防
団
第
１
分
団
分
団

長　

赤
津
伸
行
／
市
消
防
団
第
２

分
団
分
団
長　

小
室
榮
／
市
消
防

団
第
３
分
団
分
団
長　

小
高
義
勝

／
市
消
防
団
第
５
分
団
分
団
長　

大
和
田
章
／
市
消
防
団
第
６
分
団

分
団
長　

根
本
美
智
夫
／
市
消
防

団
第
１
分
団
第
１
部
部
長　

大
森

政
一
／
市
消
防
団
第
１
分
団
第
２
部

部
長　

菅
野
博
幸
／
市
消
防
団
第

１
分
団
第
３
部
部
長　

後
藤
裕
明

●�

永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
に
対

す
る
感
謝
状

　

��

市
消
防
団
第
８
分
団
第
２
部
団
員

先
﨑
光
妻
女　

先
﨑
裕
子
／
市
消

防
団
第
８
分
団
第
１
部
団
員
樫
村

満
妻
女　

樫
村
昭
子
／
市
消
防
本

部
消
防
司
令
寺
門
薫
妻
女　

寺
門

友
美
／
市
消
防
本
部
消
防
司
令
寺

門
弘
文
妻
女　

寺
門
秀
美

●
家
族
消
防
団
員
に
対
す
る
感
謝
状

　

�

市
消
防
団
第
６
分
団
第
３
部
部
長

　

山
田
孝
行
／
市
消
防
団
本
部
女

性
分
団
女
性
消
防
部
班
長　

山
田

恵
利
子
／
市
消
防
団
第
２
分
団
第

３
部
班
長　

圷
春
躬
／
市
消
防
団

本
部
女
性
分
団
女
性
消
防
部
団
員

　

圷
宣
代
／
市
消
防
団
第
２
分
団

第
３
部
団
員　

白
水
洋
市
／
市
消

防
団
本
部
女
性
分
団
女
性
消
防
部

班
長　

白
水
豊
子
／
市
消
防
団
第

２
分
団
第
２
部
団
員　

清
水
隆
男

／
同　

清
水
勇
希
／
市
消
防
団
第

５
分
団
第
２
部
団
員　

小
田
倉
守

／
同　

小
田
倉
俊

■
那
珂
市
消
防
団
長
表
彰

●�

感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員

　（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　

�

市
消
防
団
第
５
分
団
第
３
部
（
班

長　

山
口
和
男
／
団
員　

寺
門
勲

／
同　

寺
門
博
詔
／
同　

白
土
薫

／
同　

鈴
木
拓
也
）

●�

感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員

　（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

　

�

市
消
防
団
第
１
分
団
第
２
部
（
班

長　

近
藤
邦
広
／
同　

外
岡
秀
樹
／

団
員　

船
橋
洋
紀
／
同　

赤
津
久
夫

／
同　

鈴
木
悠
也
／
同　

今
村
稔
）

平
成
30
年

那
珂
市
消
防
出
初
式

22
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【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後は、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合は、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.047 １月10日
額田小学校 0.045 １月10日
菅谷小学校 0.057 １月９日
菅谷東小学校 0.068 １月10日
菅谷西小学校 0.054 １月10日
五台小学校 0.054 １月５日
芳野小学校 0.063 １月10日
木崎小学校 0.048 １月９日
瓜連小学校 0.080 １月10日
横堀幼稚園 0.061 １月９日
菅谷幼稚園 0.058 １月11日
菅谷西幼稚園 0.081 １月10日
五台幼稚園 0.068 １月９日
芳野幼稚園 0.059 １月10日
那珂第一中学校 0.049 １月９日
那珂第二中学校 0.049 １月10日
那珂第三中学校 0.042 １月９日
那珂第四中学校 0.038 １月11日
瓜連中学校 0.066 １月９日
茨城学園 0.045 １月10日
ナザレ幼稚園 0.067 １月10日
さいせい幼稚園 0.055 １月10日
大成学園幼稚園 0.052 １月12日
旧本米崎小学校 0.080 １月11日

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.073 １月５日

生涯学習課

市中央公民館 0.073 １月５日
市立図書館 0.091 １月４日
那珂総合公園 0.073 １月５日
歴史民俗資料館 0.085 １月５日
ふれあいの杜公園 0.074 １月５日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.080 １月10日
ふれあいセンターごだい 0.073 １月10日
ふれあいセンターよしの 0.080 １月10日
総合センターらぽーる 0.101 １月10日
戸多地区交流センター 0.058 １月５日

那珂聖苑 那珂聖苑 0.084 12月28日

都市計画課
中谷原公園 0.067 １月９日
宮の池公園 0.071 １月９日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.058 １月11日
静峰ふるさと公園 0.063 １月11日

○小・中学校、幼稚園

○保育所（園）など

○公共施設

問市役所� ☎ 298 － 1111　
学校教育課� � 内線 8274��
健康推進課� � 内線 531
生涯学習課� � 内線 8282
市民協働課� � 内線 263
都市計画課� � 内線 355
商工観光課� � 内線 243
こども課� � 内線 252
水道課� � 内線 8365　
那珂聖苑� ☎ 352 － 0073
学校給食センター� ☎ 298 － 1102

那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、公共施設、保育所（園）などで放射線量を測定しています。また、市ホームページに
も掲載しています。

担当課および測定場所 測定値 測定日

こども課

菅谷保育所 0.067 １月４日
瓜連保育園 0.071 １月５日
ゆたか保育園 0.087 １月４日
かしま台保育園 0.068 １月11日
ごだい保育園 0.081 １月５日
大成学園額田保育園 0.045 １月５日
地域子育て支援センター 0.069 １月５日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小・中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、��公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準（0.23 マイクロシーベルト／時間）を下回っています。

　学校給食センターで調理されている給食食材は、毎日放射性物質の測
定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

　12月15日から１月14日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放
射性物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果



まちの話題

曲
が
り
屋
ま
る
し
ぇ
、
始
め
ま
し
た

　

12
月
16
日
、
市
役
所
前
の
一
の

関
た
め
池
親
水
公
園
（
曲
が
り
屋

前
）
に
お
い
て
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
フ
ェ
ル
ミ
エ

那
珂
」
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
農

産
物
な
ど
の
販
売
会
「
曲
が
り
屋

ま
る
し
ぇ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

生
鮮
農
産
物
の
ほ
か
、
パ
ス
タ
専

門
店
に
よ
る
米
ゲ
ル
パ
ス
タ
の
販

売
も
行
わ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。
毎
月
第
３
土
曜

日
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

常
磐
自
動
車
道
側
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

　

12
月
2
日
、
常
磐
自
動
車
道
側

道
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
各
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、市
民
活
動
団
体
、

市
内
事
業
所
、
関
係
機
関
の
協
力

の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
常
磐
自
動
車
道
の
側
道

周
辺
は
、
大
量
に
不
法
投
棄
が
さ

れ
て
お
り
地
域
の
取
り
組
む
最
重

要
課
題
の
１
つ
で
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
各
地
区
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の
発
案
で
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
、
今
年
度
は
、

総
延
長
約
8
㎞
を
8
つ
の
清
掃
エ

リ
ア
に
分
け
、
総
勢
４
２
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

飯
田
自
治
会
自
主
防
災
組
織
で
防
災
訓
練

　

12
月
10
日
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

よ
し
の
で
、
飯
田
自
治
会
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
に
は
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
１
２
９
人
が
参
加
し
、

消
防
職
員
の
講
話
、
救
急
救
命
、

煙
体
験
、
初
期
消
火
体
験
を
行
い
、

充
実
し
た
訓
練
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。
今
後
も
、
訓
練
機
材
を
充
実

さ
せ
た
り
、
地
域
住
民
に
対
す
る

防
災
訓
練
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
、

個
々
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

　

12
月
７
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
「
成
年
後
見
制
度
市
民

学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
講
演
会
は
、
落
語
家

の
桂
ひ
な
太
郎
氏
に
よ
る
成
年
後

見
落
語
で
、
笑
い
を
交
え
て
制
度

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

第
２
部
の
座
談
会
で
は
、
茨
城
大

学
の
有
賀
絵
理
先
生
の
進
行
で
、

支
援
を
す
る
側
と
受
け
る
側
の
か

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
疑
問

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

参
加
し
た
約
２
８
０
人
の
か
た
が

た
が
成
年
後
見
制
度
の
理
解
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
を
落
語
で
楽
し
く

24



まちの話題まちの話題

　

市
で
は
、
自
動
車
の
運
転
に
自

信
が
な
く
な
っ
た
か
た
に
、
運
転

免
許
の
自
主
返
納
を
促
し
、
交
通

事
故
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
等
運

転
免
許
自
主
返
納
支
援
実
証
事
業

を
１
月
４
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

返
納
し
た
か
た
に
は
ひ
ま
わ
り

バ
ス
お
よ
び
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー

の
共
通
利
用
割
引
券
１
万
円
相
当

を
交
付
し
ま
す
。

高
齢
者
等
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

「
ほ
し
い
も
産
地
・
那
珂
市
」
を
Ｐ
Ｒ

　

ひ
た
ち
な
か
・
東
海
・
那
珂
ほ

し
い
も
協
議
会
那
珂
支
部
会
員

で
三
ツ
星
生
産
者
の
助
川
操
さ

ん
（
額
田
東
郷
）
の
加
工
所
で
ほ

し
い
も
生
産
が
始
ま
り
、
そ
の
様

子
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
訪
れ
ま
し

た
。
蒸
し
上
が
っ
た
べ
に
は
る
か

の
皮
を
丁
寧
に
む
く
様
子
や
一
面

に
干
さ
れ
た
黄
金
色
の
ほ
し
い
も

が
並
ぶ
光
景
が
12
月
５
・
６
日
に

放
映
さ
れ
、「
ほ
し
い
も
産
地
・

那
珂
市
」
が
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し

た
。
寒
さ
深
ま
る
今
、
ま
さ
に
食

べ
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

12
月
16
日
、
市
立
図
書
館
多
目

的
室
で
「
多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー

パ
ラ
オ
編
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ラ
オ
共
和
国
出
身
の
、
ジ
ェ

ニ
ー
・
オ
テ
イ
さ
ん
、
ア
ス
テ
ィ

ン
・
ニ
ラ
ケ
ド
さ
ん
、
ケ
ネ
リ
ー
・

レ
ケ
メ
ル
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

太
平
洋
の
楽
園
と
も
い
わ
れ
る
パ

ラ
オ
の
魅
力
や
文
化
、
日
本
と
パ

ラ
オ
の
繋
が
り
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
46
人
の
参
加
者

と
講
師
が
パ
ラ
オ
料
理
や
お
茶
を

楽
し
む
交
流
会
も
行
わ
れ
、
会
場

は
国
際
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

パ
ラ
オ
の
文
化
を
学
ぶ

プ
リ
ン
ト

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
祝
う

　

12
月
19
日
、
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ

ル
パ
レ
ス
で
「
民
生
委
員
制
度
創

設
１
０
０
周
年
記
念
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
、
元
委
員
を
含
む
民
生

委
員
・
児
童
委
員
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
功
労
者
表
彰
の
ほ
か
、

市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
元
会
長
・
初
田
氏
に
よ
る「
民

生
委
員
を
体
験
し
て
得
た
「
絆
き
ず
な

」

と
は
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

委
員
活
動
の
充
実
・
発
展
に
向
け

思
い
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

広報なか２月号25
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那珂市の人口（１月１日現在）
 ※（　 ）内は前月比

　男 27,146 人 （       ０）
　女 28,084 人 （－      ３）
　計 55,230 人 （－      ３）
世帯数 22,517 世帯 （＋     25）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

　12 月 12 日、 ㈱ 筑 波 銀 行 お よ び
㈱ＪＴＢ関東の間で「那珂市の地域振
興に関する協定」を締結しました。
　この協定は、人口減少抑制、地域振
興などの課題に対し、移住定住促進、
産業振興など地域創生に資する取り組
みを実施し、地域発展および振興を図
ることを目的としています。

地域振興に関する協定を締結

Information

○出生 22 人
○死亡 58 人

（12 月１日～ 31 日）

国保ミニ情報
○那珂市国保の加入者数 13,545 人
　（平成 29 年 12 月末現在・
 前月比 48 人減）
○那珂市国保が医療費の一部として
　支払った金額 3 億 5,745 万円
　（平成 29 年 12 月・
 前月比 4,379 万円増）
※ 皆さんの日ごろの健康づくり、病気

予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

人の動き

★ 今月の納税★

○固定資産税・都市計画税 ４期
○国民健康保険税（普通徴収） ８期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
 ８期
○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月 28 日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な口座
振替制度がありますので、どうぞご利
用ください。詳細については、下記ま
でお問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

★事件・事故の発生状況★
（平成 29 年 12 月 31 現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 259 件
　負傷者 325 人
　死者 4 人
※ 暗くなる前から反射材を身に付けま

しょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 464 件
　　うち　住宅侵入窃盗 35 件
　　　　　自動車盗 47 件
　　　　　車上ねらい 45 件
※ 防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

　12 月 5 日、公民館まつり実行委員
会バザー・体験部会より、11 月 23　
～ 25 日に開催された公民館まつりで
各団体がバザーや体験教室などを行っ
た際の収益金 20,540 円が寄付されま
した。市では有効に活用させていただ
きます。

公民館まつり実行委員会
バザー・体験部会が寄付

那珂ライオンズクラブ　　 70,000 円
小料理えつこ                       45,288 円
野木利三郎　　　　　　　 30,000 円
ＪＡ常陸那珂営農経済センター
　　　　　　　　　　　　 22,830 円
鈴木昌子　　　　　　　　 20,000 円
柏村禧　　　　　　　　　 20,000 円
門部台自治会　　　            10,877 円
水戸友の会　　　　　　　　5,000 円
萩谷憲一　　　　　　　　    3,000 円
匿名　　　　                       30,000 円
匿名　　　　                       30,000 円
匿名　　　　                       10,000 円
匿名　　　　                         2,000 円
水戸ヤクルト販売（株）  綿菓子機１台

11 月 15 日～１月 14 日（敬称略）

※ 善意銀行の寄付は、市社会福祉協議
会でお受けしています

☎ 229 － 0309

　市教育委員会の佐藤哲夫委員が、１月４日を
もって任期満了となることに伴い、平成 29 年
12 月の市議会定例会で同意を得て、佐藤哲夫
委員を再任しました。
　任期は、地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律が一部改正されたことにより、平成 30
年１月５日から平成 33 年３月 31 日までとな
ります。

教育委員委嘱

那珂ライオンズクラブ

門部台自治会

水戸ヤクルト販売（株）
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た
四季

の

う

【短　歌】ときわ短歌会 片岡明選

そ
れ
ぞ
れ
に
押
し
て
も
み
た
し
薄
氷 

木
内
　
晴
絵

残
雪
に
鍬
を
背
に
か
け
径
を
ゆ
く 

萩
野
谷
　
ヨ
シ
子

物
捨
て
ぬ
世
代
の
癖
や
毛
糸
解
く 

長
谷
川
　
和
希
子

鉢
花
の
ま
す
ま
す
紅
く
寒
に
入
る 

栗
原
　
三
枝

盆
梅
や
老つ

ま妻
と
愛め

で
つ
つ
ま
ず
一
句 

井
坂
　
光
位

終
い
湯
や
老
い
た
る
肌
に
柚
子
を
寄
せ 

堀
口
　
泉
流

き
さ
ら
ぎ
や
頭
上
一
閃
剣
の
技 

真
崎
　
一
耕

火
に
誘
わ
れ
そ
う
な
千
鳥
足 

秋
野
　
三
峰

冬
木
立
鳥
の
ね
ぐ
ら
や
透
き
て
見
ゆ 

飯
島
　
カ
チ
子

日
向
ぼ
こ
会
話
の
中
に
と
け
こ
め
ず 

木
内
　
晴
絵

霜
崩
し
万
歩
の
一
歩
踏
み
出
せ
り 

真
崎
　
一
耕

春
探
る
旅
情
ふ
く
ら
む
鞄
提
げ 

栗
原
　
三
枝

二
千
年
闇
に
手
向
け
て
福
は
内 

萩
野
谷
　
ヨ
シ
子

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

豊
穣
の
名
ご
り
の
一
つ
熟
柿
に
声
あ
げ
突
く
ひ
よ
ど
り
の
群
れ 

海
野
　
宏
幸

凧
揚
げ
も
羽
根
突
き
も
無
き
過
疎
の
地
に
朝
な
夕
な
に
鐘
の
音
聞
こ
ゆ 

小

宅
　

進

栃
錦
と
大
内
山
の
相
撲
見
た
初
め
て
我
が
家
に
テ
レ
ビ
来
た
日
に 

小
野
瀬
　
壽

新
年
に
掘
り
起
こ
さ
れ
し
広
き
田
に
陽
光
そ
そ
ぎ
豊
作
祈
り
ぬ 

大

森
　

満

花
の
無
き
庭
に
千
両
、
万
両
の
日
ご
と
朱
を
増
し
か
じ
け
鳥
呼
ぶ 

加

藤
　

要

玄
関
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
冴
え
し
朱
の
色
に
寒
く
も
心
和
み
さ
れ
た
り 

大
森
　
勝
代

人
生
は
浮
き
沈
み
を
し
彷
徨
え
て
知
多
の
浜
辺
に
来
た
る
椰
子
の
実 

小

宅
　

進

穂
積
家
の
庭
の
ベ
ン
チ
に
腰
お
ろ
し
ド
ラ
マ
「
ひ
よ
っ
子
」
に
思
い
巡
ら
す 

海
野
　
宏
幸

水
買
い
て
飲
む
世
と
な
れ
り
戦
後
に
は
固
い
麦
飯
食
べ
て
た
子
ら
も 

小
野
瀬
　
壽

人
生
の
最
終
章
に
差
し
掛
か
り
一
気
に
ス
ピ
ー
ド
増
し
た
る
心
地
す 

大
森
　
勝
代

ほ
と
ん
ど
が
余
白
と
な
り
し
時
刻
表
傍
に
時
の
み
降
ろ
し
バ
ス
発
つ 

加

藤
　

要

阿
武
隈
に
八
溝
・
日
光
男な

ん
た
い

体
山
の
連
な
り
見
え
た
り
元
日
の
朝 

大

森
　

満

InformationInformation
●市の暮らし情報

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページURL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では「広報なか」のほかに「おし
らせ版」(月２回 )を発行しています。
このコーナーではその一部を掲載して
いますが「おしらせ版」も併せてご覧
ください。

 ４日 あいざわ循環器内科クリニック
  （竹ノ内）
	 	 ☎ 229 － 1230 
11 日 瓜連慶友整形外科 （古徳）
  ☎ 296 － 1116
18 日 たに内科クリニック （古徳）
  ☎ 229 ー 0721
21 日 那珂クリニック （中台）
  ☎ 295 ー 9800
25 日 塙内科消化器科 （後台）
  ☎ 295 ー 2110
■診 療時間／午前９時～ 11 時 30 分
※ 受診の際、必ず当該医療機関へ電

話でお問い合わせください
※ 診療時間外は茨城県救急医療情報

コントロールセンター（☎ 241 －
4199）、または市消防本部（☎ 295
－ 2111）へお問い合わせください

※  119 番は市消防本部でなく、いば
らき消防指令センターにつながり
ます。119 番は「緊急事態」のた
めの電話です。安易な利用は避け、
適正利用にご協力ください

  ３月の休日当番医

★火災・救急の状況★  

○火災件数
 ２件 （本年累計 22 件）
○救急出場件数
 198 件 （本年累計 2,268 件）
※ 救急出場件数が増加しています。

真に緊急を要するかたのために、
救急車の適正利用をお願いします

問い合わせ／市消防本部 
☎ 295 － 2111

（平成 29 年 12 月 31 日現在）

法律相談

日時／3 月 6 日（火）午後 1 時～ 5 時
 3 月 27 日（火）午後 1 時～ 4 時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
費用／無料（相談時間１回 20 分）
申込方法／ 電話または窓口で事前に予

約してください。
※ 同じ事案について再度の相談はご遠

慮ください
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

総合（人権・行政）相談

日時／３月 9 日（金）午前 10 時～正午
　　　　　　　　　 午後１時～３時
場所／市役所（本庁）
　　　１階相談室（人権相談）
　　　１階ロビー（行政相談）
開設相談／ 人権を侵害されている問題

や家庭内のもめごとなど（人
権相談）、国の行政機関など
が行っている仕事についての
苦情や意見要望（行政相談）

相談員／人権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

【お詫びと訂正】
　広報なか 12 月号 17 ページ中「那
珂市更生保護女性会設立 60 周年記念
品を寄贈していただきました」の標題
に誤りがありました。お詫びして次の
とおり訂正します。

（誤）那珂市更生保護女性会
（正）茨城県更生保護女性連盟



カップ蒸しパン
ヘルスメイトさんが作る健康料理  149

■�コメント
　子どもと一緒に楽しく作ることが
できます。ホウレンソウ、チーズ、
サツマイモなどでアレンジしても楽
しいです。

那珂市食生活改善推進員
協議会

子ども食部会の皆さん

Cook
ホットケーキミックス･･25g
牛乳･････ 大さじ１と１／２
サラダ油･････････ 小さじ１
ココア････････････････10g

ココアカップ蒸しパン

ホットケーキミックス･･25g
牛乳･････ 大さじ１と１／２
サラダ油･････････ 小さじ１
コーン････････････････10g

コーンカップ蒸しパン

①�ボールにココア（またはコーン、にんじん）蒸しパンの材料をすべて
入れてよく混ぜる。
②①をカップに入れ、蒸し器で 15～ 17分蒸す。

ポイント� 粉と水分を良く混ぜ合わせるとうまく膨らみます。

■作り方

■材料（１個分）

■ココアカップ蒸しパン　１個分（１３６kcal ／塩分０．３g）
　コーンカップ蒸しパン　１個分（１１８kcal ／塩分０．３g）
　にんじんカップ蒸しパン１個分（１１６kcal ／塩分０．３g）

ホットケーキミックス･･25g
牛乳･････ 大さじ１と１／２
サラダ油･････････ 小さじ１
にんじん･･････････････20g

にんじんカップ蒸しパン

長
に
お
誘
い
を
受
け
、
２
０
１
４
年
末

に
加
入
し
ま
し
た
。
当
初
は
市
長
の
み

の
加
入
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
町
村
長

の
加
入
が
認
め
ら
れ
、
現
在
１
４
３
団

体
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、全
国
市
長
会
の
役
員
・

理
事
・
評
議
員
会
な
ど
に
合
わ
せ
て
年

４
回
ほ
ど
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
月
の
会

合
で
は
、
総
理
官
邸
に
出
向
き
総
理
大

臣
・
文
部
科
学
大
臣
の
表
敬
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

私
は
今
年
で
３
回
目
の
表
敬
訪
問
と

な
り
ま
す
が
、
年
々
参
加
者
が
増
え
、
今

回
は
39
自
治
体
の
首
長
が
訪
問
に
加
わ

り
ま
し
た
。
今
年
は
大
縄
教
育
長
も
同
行

い
た
だ
き
、
安
倍
総
理
と
林
文
部
科
学
大

臣
の
講
話
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

官
邸
を
去
る
と
き
に
「
海
野
市
長
、

私
は
那
珂
市
出
身
で
す
」
と
私
に
お
声

掛
け
を
し
て
い
た
だ
い
た
内
閣
府
職
員

の
か
た
が
お
り
ま
し
た
。

　

国
家
の
中
枢
部
に
那
珂
市
出
身
の
か

た
が
い
る
こ
と
を
大
変
頼
も
し
く
思
い

ま
し
た
。
今
後
は
省
庁
の
県
人
会
な
ど

を
通
し
て
、
那
珂
市
出
身
者
の
照
会
を

し
、
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�������

那
珂
市
長　
　

海
野　

徹

　

平
成
30
年
は
穏
や
か
な
快
晴
の
中
に

幕
が
開
き
ま
し
た
。
１
月
は
成
人
式
、

賀
詞
交
歓
会
、
消
防
団
出
初
式
や
各
種

団
体
の
新
年
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多

忙
の
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
に
は
、
全
国
市
長
会
評
議

員
会
と
社
会
文
教
委
員
会
に
併
せ
て
教

育
再
生
首
長
会
議
が
、
25
日
は
特
別
区

の
表
敬
訪
問
と
環
境
自
治
体
会
議
が
あ

り
、１
泊
２
日
の
出
張
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
は
残
雪
が
多
く
、
冷
凍
庫
の
中
に

い
る
よ
う
な
寒
さ
で
し
た
。

　

教
育
再
生
首
長
会
議
は
、
市
区
町
村

長
で
あ
る
首
長
が
相
集
い
、
互
い
に
連

携
し
、
教
育
再
生
施
策
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
２
０
１
４
年
６
月
２

日
に
発
足
。
初
代
会
長
に
は
山
口
県
防

府
市
長
の
松
浦
正
人
さ
ん
（
現
在
、
全

国
市
長
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
の

内
野
市
長
や
当
時
の
鉾
田
市
の
鬼
沢
市

総
理
大
臣
表
敬
訪
問

市
長
コ

ラ
ム

28
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カップ蒸しパン

※

レ
シ
ピ
は
28
ペ
ー
ジ
に
掲
載

表
紙
の
裏

側

さ
や
さ
　や
　　

ささささささささささささささささささささささ
ややや
わわ
ややや
わ
ややや
わ

　か は
じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

やややややややややややややややややややややや
わ
ややや
わ
ややや
かかかかか
やかややややややややかやややややややかかかかかかやかやかやかや
ささささ
んん
さ
ん

印刷／株式会社あけぼの印刷社

　１月 13 日に那珂総合公園で開催された「平成
30 年那珂市成人式」に参加されたお二人に、生
まれたときから現在までの写真をお借りし、20
年間の軌跡を追いました。
　家族や友人、地域のかたがたに囲まれながら過
ごしたお二人の写真を見ていると、勝手ながら親
のような気持ちになってしまいました。社会人と
して大きく羽ばたけるよう応援しています。

[12 か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。]
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社
会
人
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た

野
﨑　

富
三
郎
さ
ん（
23
歳
）

　

私
は
、
昨
年
度
に
茨
城
大
学
教
育
学
部
を

卒
業
し
、
本
年
度
か
ら
水
戸
市
内
で
小
学
校

の
講
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
と
は
一
変
し
、
社
会
人

と
し
て
の
生
活
は
大
変
な
こ
と
や
わ
か
ら
な

い
こ
と
の
連
続
で
し
た
が
、
一
日
一
日
が
常

に
私
に
と
っ
て
新
鮮
で
、
こ
れ
ま
で
に
感
じ

た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
、
毎
日
が
充
実
感
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
元
気
の
い
い
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
私
も
楽
し
み
な
が
ら
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

の
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
教
員
生
活
を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

菅
谷

　

現
在
は
ま
だ
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
い
ず
れ
は
家
を
出
て
自
立
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
実
家
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
那
珂
市
で
１
人
暮
ら
し
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た

地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
地
域
の

つ
な
が
り
や
人
の
温
か
さ
を
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

将
来
的
に
は
那
珂
市
の
学
校
に
赴
任
し

て
、
同
級
生
や
知
人
の
子
ど
も
に
先
生
と
し

て
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
の
私
の
夢
で
す
。

生まれ

生まれ

生まれ

12/28

いっぱい食べて大きくなってね !!

生まれ

生まれ

生まれ
12/14

これからも元気にすくすく
大きくなあれ！

生まれ

生まれ

生まれ生まれ生まれ

生まれ

生まれ

12/18

元気にたくましく育ってね !!




